
（三重県）

観
光
都
市
・
熊
野
市
の
も
う
一
つ
の 

顔
・
ス
ポ
ー
ツ
集
客
の
ま
ち

　

紀
伊
半
島
の
東
南
部
（
三
重
県
南
端
）
に
位
置
し
、

市
域
東
側
が
熊
野
灘
に
面
す
る
熊
野
市
は
、
市
域
北

側
の
一
部
と
西
側
の
中
山
間
地
が
そ
れ
ぞ
れ
奈
良

県
・
和
歌
山
県
に
接
し
て
お
り
、
市
域
南
側
も
和
歌

山
県
と
接
し
て
い
る
（
南
側
の
県
境
の
一
部
は
熊
野

川
）。

　

紀
伊
半
島
の
中
で
も
和
歌
山
県
と
熊
野
市
を
含
む

三
重
県
南
部
周
辺
の
エ
リ
ア
は
、
律
り
つ
り
ょ
う令
時
代
か
ら
紀

伊
国
（
き
い
の
く
に
）
と
呼
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
そ
れ
以
前
の
国
名
は
、
降
雨
量
が
多
く
、
森
林

が
奥
深
く
密
生
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
派
生
し
た

「
木
国（
木
の
国
・
き
の
く
に
）」だ
っ
た
と
い
う
。

　

現
代
に
お
い
て
も
、
森
林
面
積
が
市
域
の
88
％

（
三
重
県
内
の
自
治
体
の
平
均
は
約
65
％
）、
伐
採
可

能
な
人
工
林
率
が
71
・
９
％（
県
平
均
約
63
％
）に
も

達
し
て
林
業
が
盛
ん
な
熊
野
市
は
、
熊
野
灘
に
面
す

る
海
の
国（
漁
業
の
郷
）で
あ
る
と
同
時
に
、
木
の
国

（
林
業
の
郷
）の
面
目
を
保
っ
て
い
る
。

　

熊
野
市
は
周
知
の
よ
う
に
、
世
界
遺
産
・
熊
野
古

道
（
紀
伊
半
島
全
域
に
張
り
巡
ら
さ
れ
た
、
熊
野
三

山
な
ど
の
聖
地
を
目
指
す
参
詣
道
の
一
部
《
紀
伊
山

地
の
霊
場
と
参
詣
道
》
／
三
重
県
・
奈
良
県
・
和
歌

山
県
・
大
阪
府
に
ま
た
が
る
主
要
６
ル
ー
ト
の
う
ち
、

京
都
・
大
阪
・
熊
野
を
結
ぶ
紀
伊
路
以
外
の
５
ル
ー

ト
が
世
界
遺
産
登
録
）
の
伊
勢
路
エ
リ
ア
に
も
位
置

し
て
い
る
。

　

ま
た
、
リ
ア
ス
式
海
岸
と
白
砂
青
松
の
砂さ
れ
き礫
浜

が
続
く
熊
野
灘
沿
岸
部
は
、
瀞ど
ろ
き
ょ
う峡
な
ど
の
峡
谷
美

で
知
ら
れ
る
熊
野
川
支
流
の
北
山
川
周
辺
と
共

に
、
吉
野
熊
野
国
立
公
園
の
指
定
区
域
と
も
な
っ

て
い
る
。

　

こ
う
し
た
環
境
下
に
あ
る
た
め
、
例
え
ば
熊
野
市

内
の
熊
野
古
道
は
、
道
そ
の
も
の
が
海
に
面
し
て
い

た
り
、
小
高
い
尾
根
道
や
峠
道
か
ら
も
海
が
頻
繁
に

見
え
隠
れ
す
る
な
ど
、
海
と
山
が
混
交
し
た
雰
囲
気

が
独
特
の
風
情
を
醸
し
出
し
て
い
る
。

　

神
々
が
坐ま
し
ま

す
豊
か

な
海
と
山
に
育
ま
れ
、

風ふ
う
こ
う
め
い
び

光
明
媚
な
熊
野
市
に

は
、
古
来
よ
り
伝
わ
る

独
自
の
伝
説
・
伝
承
の

数
も
多
い
。

　

例
え
ば
、
奇
岩
地
帯
が
全
長
１
・
２
㎞
も

続
く
鬼
ヶ
城
（
世
界
遺
産
・
国
の
天
然
記
念
物

お
よ
び
名
勝
）
は
、
熊
野
市
の
リ
ア
ス
式
海
岸
の
特

徴
を
代
表
す
る
景
観
だ
が
、
こ
こ
は
平
安
時
代
に

鬼
と
恐
れ
ら
れ
た
海
賊
・
多た
が
ま
る

娥
丸
の
砦
跡
と
さ
れ
、

多
娥
丸
は
征
夷
大
将
軍
・
坂
上
田
村
麻
呂
に
征
伐

市 政 ル ポ 熊
く ま の

野市

河
かわかみ

上敢
かん じ

二
熊野市長

悠
久
の
自
然
と
歴
史
文
化
に
育
ま
れ
た
世
界
遺
産
の
ま
ち

ス
ポ
ー
ツ
集
客
に
よ
る
交
流
人
口
増
で
に
ぎ
わ
い
創
出
!!
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さ
れ
た
と
の
伝
説
が
あ
る
。
ま

た
、
日
本
書
紀
に
登
場
す
る
世

界
遺
産《
花
の
窟い
わ
や》（
全
長
22
㎞
の

砂
礫
浜
・
七
里
御
浜（
世
界
遺
産
）

沿
い
）は
、
国
生
み
神
話
の
主
役

の
一
人
で
、
日
本
の
神
々
の
母

と
い
わ
れ
る
イ
ザ
ナ
ミ
ノ
ミ
コ

ト
の
御
陵（
墳
墓
）と
も
さ
れ
る
。

　

鬼
ヶ
城
よ
り
北
側
の
楯た
て
が
ざ
き

ヶ
崎

に
は
、《
神じ
ん
む
と
う
せ
い

武
東
征
神
話
》
に
お

い
て
神
武
天
皇
が
九
州
・
日
向

か
ら
大
和
盆
地
を
海
路
で
目

指
し
た
際
の
、
紀
伊
半
島
へ
の

上
陸
地
と
す
る
伝
承
が
あ
る
。

波は

だ

す
田
須
地
区
の
神
社
《
徐じ

ょ
ふ
く福
の

宮
》
は
、
秦し
ん

の
始
皇
帝
に
不
老
不
死
の
仙
薬
（
薬
草
）

の
採
取
を
命
じ
ら
れ
、
薬
草
が
生
え
て
い
る
と
さ
れ

る《
蓬ほ
う
ら
い莱
島
》を
目
指
し
た
、
始
皇
帝
の
随
臣
・
徐
福

の
上
陸
地
と
さ
れ
、
境
内
に
は
《
徐
福
の
墓
》
も
あ

る
。
こ
う
し
た
上
陸
地
伝
説
は
、
東
シ
ナ
海
方
面
か

ら
九
州
沖
を
経
由
し
、
現
在
も
豊
か
な
漁
場
を
形
成

す
る
黒
潮（
暖
流
）が
、
熊
野
灘
沖
を
ゆ
っ
た
り
流
れ

て
い
る
こ
と
に
起
因
す
る
の
だ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
伝
説
・
伝
承
に
彩
ら
れ
、
年
間
を
通

じ
て
温
暖
な
気
候
風
土
、
海
・
山
・
里
の
食
の
魅
力
、

深
い
歴
史
を
物
語
る
豊
富
な
文
化
財（
国
指
定
３
件
、

県
指
定
12
件
、
市
指
定
１
１
８
件
、
世
界
遺
産
・

熊
野
古
道
の
構
成
資
産
12
件
）
な
ど
優
れ
た
観
光
資

源
を
有
す
る
熊
野
市
に
は
、
コ
ロ
ナ
禍
直
前
の
令

和
元
（
２
０
１
９
）
年
度
を
例
に
取
れ
ば
、
年
間
約

１
４
７
万
人
の
観
光
客
が
訪
れ
て
い
た
。
翌

令
和
２
（
２
０
２
０
）
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
の
た

め
、
観
光
入
込
客
数
は
さ
す
が
に
落
ち
込
ん

だ
（
約
94
万
人
）
が
、
そ
れ
で
も
１
０
０
万
人

近
く
訪
れ
て
い
る
の
は
、
観
光
都
市
・
熊
野

市
の
底
力
と
い
う
べ
き
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
以
降
の
観
光
産
業
の
盛
り

返
し
は
、
令
和
４
年
10
月
11
日
か
ら
外
国
人
観

光
客
の
受
け
入
れ
要
件
が
緩
和
さ
れ
、
こ
れ
か

ら
が
正
念
場
だ
が
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
体
制
が

浸
透
し
た
こ
と
も
あ
り
、
人
の
流
れ
が
回
復
し

始
め
て
い
る
の
は
事
実
だ
。
熊
野
市
の
場
合
、

そ
れ
は
熊
野
市
の
観
光
動
態
の
一
つ
の
特
色
で

あ
る《
ス
ポ
ー
ツ
集
客
》の
回
復
傾
向
に
も
見
て

取
れ
る
。

　
「
熊
野
市
で
は
平
成
の
初
め
の
こ
ろ
か
ら
、
ス

ポ
ー
ツ
の
試
合
や
合
宿
な
ど
で
訪
れ
る
人
た
ち
が

徐
々
に
増
え
、
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
が
東

海
ブ
ロ
ッ
ク
で
開
催
さ
れ
、
熊
野
市
が
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
の
開
催
地
に
な
っ
た
平
成
30（
２
０
１
８
）年
度
は

ス
ポ
ー
ツ
の
試
合
や
合
宿
の
た
め
に
、
熊
野
市
で
宿

泊
し
た《
ス
ポ
ー
ツ
宿
泊
者
》は
延
べ
４
万
人
以
上
を

数
え
ま
し
た
。
観
光
入
込
客
数
も
平
成
30
年
度
は
約

１
６
０
万
人
と
近
年
で
は
最
高
で
し
た
が
、
年
間
宿

泊
者
数
は
総
計
15
万
人
前
後
だ
っ
た
の
で
、
ス
ポ
ー

ツ
宿
泊
者
数
が
延
べ
４
万
人
以
上
を
占
め
た
の
は
、

観
光
都
市
・
熊
野
市
に
と
っ
て
も
非
常
に
大
き
い
成

果
と
い
え
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
コ
ロ
ナ
禍
が
本
格
化
し
た
令
和
２
年
度

は
、
開
催
を
予
定
し
て
い
た
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
35

件
の
う
ち
23
件
が
中
止
に
な
り
、
ス
ポ
ー
ツ
宿
泊
者

の
数
も
約
１
万
２
０
０
０
人
に
激
減
し
ま
し
た
。
そ

れ
で
も
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
１
年
遅
れ
で
開
催
さ

れ
た
令
和
３
（
２
０
２
１
）
年
の
後
半
ぐ
ら
い
か
ら
、

延々と続く「鬼ヶ城」の奇岩帯（リアス式海岸）の中を細い道筋が通る世界遺産

始皇帝の命で不老不死の仙薬を求め来日したとされる徐福を祀る《徐福の宮》周
辺には、実際に天然の薬草も自生

国の特別名勝にして天然記念物、神秘的なたたずまいの瀞峡（北山川／吉野熊
野国立公園）

熊野市
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徐
々
に
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
も
回

復
し
、
今
年（
取
材
は
令
和
４
年
９

月
29
日
）
は
熊
野
市
の
《
ス
ポ
ー
ツ

集
客
事
業
》の
象
徴
で
あ
る
、
正
月

恒
例《
熊
野
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
キ
ャ
ン

プ
》も
２
年
ぶ
り
に
開
催
で
き
ま
し

た
。
完
全
に
旧
に
復
す
る
ま
で
に

は
も
う
少
し
時
間
が
か
か
り
そ
う

で
す
が
、
明
る
い
予
兆
を
感
じ
て

お
り
ま
す
」

　

そ
う
語
る
の
は
、
河
上
敢
二
熊

野
市
長
だ
。
熊
野
市
出
身
の
河
上

市
長
は
、
大
学
卒
業
後
の
昭
和
56

（
１
９
８
１
）年
に
農
林
水
産
省
へ
入
省
。
途
中
、
経

済
企
画
庁（
当
時
）や
外
務
省（
在
イ
タ
リ
ア
日
本
国

大
使
館
勤
務
も
含
む
）
へ
の
出
向
な
ど
を
経
て
、
平

成
10
（
１
９
９
８
）
年
６
月
に
農
林
水
産
省
を
退
職
。

同
年
11
月
に
実
施
さ
れ
た
旧
熊
野
市
市
長
選
に
出
馬

し
、
当
選
し
た
。

　

以
来
、
旧
熊
野
市
と
旧
南み
な
み
む
ろ

牟
婁
郡
紀き

わ和
町
に
よ
る

平
成
17（
２
０
０
５
）年
11
月
１
日
の
合
併
に
至
る
ま

で
の
２
期
（
２
期
目
は
実
質
約
３
年
間
）
に
わ
た
り
、

旧
熊
野
市
の
市
長
を
務
め
た
後
、
同
年
11
月
13
日
に

実
施
さ
れ
た
新
熊
野
市
発
足
に
伴
う
市
長
選
挙
に
出

馬
し
、
当
選
。
令
和
４
年
11
月
で
５
期
18
年
目
を
迎

え
て
い
る
。
つ
ま
り
旧
熊
野
市
時
代
を
含
め
れ
ば
、

連
続
７
期
25
年
目
の
長
き
に
わ
た
り
、
熊
野
市
政
を

け
ん
引
し
て
き
た
こ
と
に
な
る
。

　

そ
の
河
上
市
長
が
旧
熊
野
市
長
に
就
任
し
て
最
初

期
に
行
っ
た
施
策
の
一
つ
が
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
軸

と
す
る「
ス
ポ
ー
ツ
集
客
事
業
」の
基
盤
強
化
と
、
そ

の
効
果
を
地
域
振
興
へ
有
機
的
に
結
び
付
け
る
た
め

の
環
境
整
備
だ
っ
た
。

選
手
た
ち
の
情
熱
へ
の
感
動
が
育
ん
だ 

《
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
聖
地
》

　
「
熊
野
市
に
は
幾
つ
か
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
が

あ
り
ま
す
が
、
誰
言
う
と
も
な
く
《
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

の
聖
地
》
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
年
間
延

べ
３
万
人
か
ら
４
万
人
を
数
え
る
ス
ポ
ー
ツ
宿
泊
者

の
う
ち
、
約
７
割
が
全
国
各
地
か
ら
熊
野
市
を
目
指

し
、
遠
征
し
て
来
て
く
だ
さ
る
、
高
校
・
大
学
・
社

会
人
な
ど
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
の
選
手
や
関
係

者
で
占
め
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
す
。
例
え
ば
、
令
和

３
年
夏
に
開
催
さ
れ
た
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
、
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
の
女
子
日
本
代
表
チ
ー
ム
は
見
事
金
メ

ダ
ル
を
獲
得
し
ま
し
た
が
、
あ
の
代
表
選
手
た
ち
も

ほ
と
ん
ど
が
、
所
属
チ
ー
ム
の
合
宿
や
大
会
、
練
習

試
合
な
ど
の
た
め
、
熊
野
市
に
幾
度
と
な
く
来
訪
し

て
い
ま
す
」（
河
上
市
長
）

　

熊
野
市
と
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
と
の
関
わ
り
は
、
昭
和

40
年
代
に
日
本
体
育
大
学
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部（
男
女
）

が
熊
野
市
で
合
宿
を
始
め
た
こ
と
に
端
を
発
し
て
い

る
。
や
が
て
、
当
時
の
日
体
大
・
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
部
の
選
手
だ
っ
た
長
澤
宏
行
さ
ん
が
高
校
女
子
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
の
強
豪
校
・
夙
し
ゅ
く
が
わ川
学
院
の
指
導
者
と
な

り
、
昭
和
60（
１
９
８
５
）年
か
ら
熊
野
市
で
の
合
宿

を
開
始
。
バ
ッ
テ
リ
ー
練
習
を
中
心
に
他
校
と
の
練

習
試
合
な
ど
も
行
う
よ
う
に
な
り
、
熊
野
市
で
は
平

成
元（
１
９
８
９
）年
か
ら《
熊
野
バ
ッ
テ
リ
ー
キ
ャ

ン
プ
》
と
し
て
正
式
に
受
け
入
れ
開
始
。
平
成
７

年間を通じてソフトボールや野球のさまざまな大会、練習試合が実施
される「くまのスタジアム」

スポーツ合宿する選手たちの足腰の鍛錬の場としても人気の七里御浜（世界遺
産・熊野古道）

2022年度日本女子ソフトボールリーグ公式試合を前に、練習に励む
選手たち（令和4年9月29日／くまのスタジアム）
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熊野市　市 政 ル ポ

（三重県）

（
１
９
９
５
）年
か
ら

は
実
行
委
員
会
を
立

ち
上
げ
、
運
営
も
行

う
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
れ
が
現
在
も
続

く
、
毎
年
正
月
恒
例

の
《
熊
野
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
キ
ャ
ン
プ
》

（
平
成
18
年
～
）へ
と

発
展
す
る
。

　
「
私
が
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
中
心
と
す
る
ス
ポ
ー
ツ

集
客
に
本
腰
を
入
れ
よ
う
と
決
意
し
た
の
は
、
旧
熊

野
市
の
市
長
に
就
任
し
て
２
カ
月
後
、
平
成
11

（
１
９
９
９
）年
１
月
の
こ
と
で
し
た
。
正
月
恒
例
の

《
熊
野
バ
ッ
テ
リ
ー
キ
ャ
ン
プ（
現
熊
野
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
キ
ャ
ン
プ
／
基
本
的
に
１
月
３
日
～
５
日
ま
で
の

２
泊
３
日
）》は
、
通
算
11
回
目
を
数
え
て
い
ま
し
た

が
、
そ
の
様
子
を
初
め
て
目
の
当
た
り
に
し
た
私
は

驚き
ょ
う
が
く
愕
し
ま
し
た
。

　

何
し
ろ
女
子
選
手
を
中
心
に
、
中
学
生
・
高
校
生

か
ら
社
会
人
に
至
る
ま
で
の
若
い
選
手
た
ち
５
０
０

～
６
０
０
人
が
、
全
国
総
体
の
優
勝
常
連
校
で
あ
る

夙
川
学
院
の
名
将
・
長
澤
監
督（
当
時
）の
指
導
を
仰

ぐ
た
め
、
正
月
早
々
、
遠
く
は
北
海
道
や
九
州
な
ど

か
ら
も
熊
野
市
に
駆
け
付
け
、
海
風
の
吹
き
付
け
る

真
冬
の
海
岸
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
汗
の
湯
気
を
上
げ

る
よ
う
な
勢
い
で
一
心
不
乱
に
練
習
し
て
い
る
の
で

す
。
ま
る
で
武
道
の
道
場
の
よ
う
な
、
す
が
す
が
し

い
雰
囲
気
で
し
た
。
私
も
ス
ポ
ー
ツ
は
陸
上
競
技
や

軟
式
野
球
な
ど
、
若
い
こ
ろ
に
い
ろ
い
ろ
経
験
し
て

き
ま
し
た
か
ら
、
こ
の
若
い
選
手
た
ち
の
情
熱
に
は

心
底
驚
く
と
同
時
に
、
感
動
も
し
た
の
で
す
」（
河
上

市
長
）

　

熊
野
バ
ッ
テ
リ
ー
キ
ャ
ン
プ
お
よ
び
熊
野
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
キ
ャ
ン
プ
へ
の
参
加
者
は
年
ご
と
に
参
加

者
の
数
も
年
齢
層
も
広
が
り
、
平
成
４（
１
９
９
２
）

年
に
は
約
４
０
０
人
、
翌
平
成
５
年
に
は
約

５
０
０
人
、
コ
ロ
ナ
禍
直
前
に
は
参
加
者
８
０
０

～
１
０
０
０
人
規
模
の
イ
ベ
ン
ト
に
ま
で
拡
大
し

て
い
た
。

　

熊
野
市
は
当
初
、
そ
う
し
た
選
手
た
ち
の
サ
ポ
ー

ト
を
、
地
元
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
関
係
者
と
共
に
、
で

き
る
範
囲
内
で
手
伝
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
参
加
者

の
急
増
に
伴
い
、
宿
舎
の
手
配
や
練
習
場
の
割
り
当

て
、
医
療
面
も
含
め
た
安
全
の
確
保
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
事
務
処
理
手
続
き
も
組
織
的
に
行
う
必
要
が
生

じ
て
き
た
。
そ
こ
で
長
澤
監
督
と
の
協
議
の
結
果
、

前
述
の
よ
う
な
経
緯
で
熊
野
市
が
主
催
者
と
な
り
、

《
熊
野
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
キ
ャ
ン
プ
》
の
名
称
で
参
加
者

を
全
国
公
募
、
運
営
す
る
現
在
の
形
に
な
っ
た
の
だ
。

　

以
来
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
令
和
３
年
正
月
の

キ
ャ
ン
プ
こ
そ
中
止
に
な
っ
た
も
の
の
、
河
上
市
長

の
談
話
に
も
あ
っ
た
よ
う
に
、
令
和
４
年
正
月
か
ら

再
開
し
て
い
る
（
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
考
慮
し
、
参

加
者
は
４
０
０
人
限
定
）。
こ
の
原
稿
を
作
成
し
て

い
る
令
和
４
年
11
月
半
ば
現
在
も
、
令
和
５
年
１
月

３
日
～
５
日
ま
で
開
催
す
る
通
算
34
回
目
の

《
２
０
２
３
熊
野
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
キ
ャ
ン
プ
》へ
の
参

加
者
を
募
集
中
だ
が
、
今
回
の
募
集
人
数
は
令
和
４

年
よ
り
少
し
多
い
５
０
０
人
に
設
定
さ
れ
て
い
る

（
参
加
者
資
格
は
、
小
・
中
・
高
校
生
、
大
学
生
、

引
率
者
も
含
む
一
般
成
人
）。

　

さ
て
、
市
長
就
任
直
後
に
熊
野
バ
ッ
テ
リ
ー
キ
ャ

ン
プ（
現
熊
野
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
キ
ャ
ン
プ
）で
の
若
い

選
手
た
ち
の
熱
気
に
感
動
し
た
河
上
市
長
は
、
競
技

力
の
向
上
を
何
よ
り
大
事
と
考
え
、
周
囲
が
く
つ
ろ

い
で
い
る
正
月
早
々
、
あ
え
て
熊
野
市
に
集
ま
っ
て

く
れ
る
選
手
た
ち
の
た
め
、
本
格
的
な
ス
タ
ジ
ア
ム

の
建
設
計
画
に
着
手
。
平
成
14（
２
０
０
２
）年
６
月

１
日
に
、
硬
式
野
球
と
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
公
式
戦
に

日本書紀では「日本最古の神社」とされる「花の窟神
社」。天然の磐座（いわくら）をうがったような素朴
な形式がとても神秘的

横からの景観が獅子の顔に見える奇岩「獅子岩」（七
里御浜／天然記念物・世界遺産・国指定名勝）

ご神体の磐座から転げ落ちたため、ご神体の一つと
してしめなわがかけられソフトボール選手たちの尊
崇を集める丸い玉石（花の窟神社）

21 市政 JANUARY 2023



使
え
る《
く
ま
の
ス
タ
ジ
ア
ム
》が
開
場
し
た
。

　

前
述
の
よ
う
に
、
そ
れ
は《
ス
ポ
ー
ツ
集
客
》と
い

う
新
し
い
事
業
の
基
盤
整
備
へ
の
本
格
的
な
着
手
で

も
あ
っ
た
。

ス
ポ
ー
ツ
交
流
が
推
進
す
る
広
域
連
携
と 

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

　
「
く
ま
の
ス
タ
ジ
ア
ム
の
建
設
は
、
旧
熊
野
市
の

前
市
長（
西
地
茂
樹
氏
）の
時
代
に
基
本
的
な
計
画
が

で
き
て
い
ま
し
た
が
、
着
手
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
私
は
そ
れ
を
引
き
継
い
で
完
成
さ
せ
、
さ

ら
に
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
中
心
と
す
る
幅
広
い
種
目
の

ス
ポ
ー
ツ
集
客
に
向
け
た《
拠
点
施
設
》の
一
つ
に
位

置
付
け
た
と
い
う
形
に
な
り
ま
す
」（
河
上
市
長
）

　

く
ま
の
ス
タ
ジ
ア
ム（
収
容
人
員
６
５
０
０
人
）の

あ
る
山
崎
運
動
公
園
に
は
、
８
面
の
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
、
サ
ッ
カ
ー
や
ラ
グ
ビ
ー
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
も
使

用
可
能
な
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
あ
る
。
く
ま
の
ス

タ
ジ
ア
ム
完
成
の
翌
平
成
15
（
２
０
０
３
）
年
に
は
、

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
と
少
年
野
球
グ
ラ
ウ
ン
ド
２
面
が
背

中
合
わ
せ
に
な
っ
た
健
康
運
動
広
場
が
で
き
る
な

ど
、
多
様
な
ス
ポ
ー
ツ
に
対
応
で
き
る
各
種
施
設
の

整
備
も
着
々
と
進
め
ら
れ
て
い
っ
た
。

　

ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
集
客
と
い
う
事
業
名
で
く
く
ら

れ
て
い
る
が
、
年
間
を
通
じ
て
お
び
た
だ
し
い
数
の

各
種
競
技
大
会
や
練
習
試
合
が
開
催
さ
れ
、《
熊
野

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
キ
ャ
ン
プ
》
に
代
表
さ
れ
る
ス
ポ
ー

ツ
合
宿
な
ど
も
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
熊
野
市
の

「
ス
ポ
ー
ツ
交
流
都
市
」と
し
て
の
歩
み
を
支
え
る
大

き
な
存
在
と
し
て
、
近
隣
市
町
と
の
連
携
関
係
が
挙

げ
ら
れ
る
。

　
「
例
え
ば
正
月
恒
例
の《
熊
野
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
キ
ャ

ン
プ
》
の
際
に
は
、
宿
泊
施
設
や
練
習
場
な
ど
の
足

り
な
い
部
分
は
し
ば
し
ば
、
近
隣
の
尾お
わ
せ鷲
市
さ
ん
や

御み
は
ま浜
町
さ
ん
、
紀き

ほ
う宝
町
さ
ん
、
和
歌
山
県
新し

ん
ぐ
う宮
市
さ

ん
な
ど
に
お
願
い
し
て
、
割
り
振
ら
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
同
様
に
、
例
え
ば
今
年（
令
和
４
年
）

11
月
26
日
～
27
日
に
実
施
す
る
、
や
は
り
恒
例
の

《
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
フ
ェ
ス
タ
練
習
試
合
in
熊
野

２
０
２
２
》
に
お
い
て
も
、
尾
鷲
市
さ
ん
と
新
宮
市

さ
ん
に
試
合
場
や
練
習
場
を
一
部
、
お
借
り
し
て
い

ま
す
」（
河
上
市
長
）

　
《
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
フ
ェ
ス
タ
練
習
試
合
in
熊
野
》に

は
毎
回
、
高
校
野
球
の
強
豪
チ
ー
ム
が
全
国
各
地
か

ら
集
ま
る
。
ス
ポ
ー
ツ
マ
ス
コ
ミ
の
中
に
は
《
秋
の

甲
子
園
》
と
表
現
す
る
ケ
ー
ス
ま
で
あ
る
ほ
ど
で
、

プ
ロ
野
球
の
ス
カ
ウ
ト
担
当
者
に
と
っ
て
は
、
翌
年

の
ド
ラ
フ
ト
に
向
け
た
、
貴
重
な
視
察
の
場
と
の
評

価
も
あ
る
。

　

こ
う
し
た
ス
ポ
ー
ツ
交
流
の
太
い
流
れ
は
、
観
光

振
興
全
般
の
基
盤
の
一
つ
で
も
あ
る
。
し
か
し
、「
旧

に
復
す
る
た
め
の
努
力
は
す
る
が
、
例
え
ば
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
や
野
球
を
中
心
に
、
熊
野
市
単
独
で
ス
ポ
ー

ツ
宿
泊
者
を
延
べ
５
万
人
以
上
に
す
る
と
い
う
よ
う

な
、
い
た
ず
ら
な
拡
大
は
考
え
な
い
方
が
い
い
」と
、

河
上
市
長
は
冷
静
に
捉
え
て
い
る
。
む
し
ろ
「
近
隣

の
市
町
と
の
連
携
を
も
っ
と
強
め
、
三
重
県
南
部
一

帯
に《
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
聖
地
》を
拡
大
し
て
い
く
努

力
を
し
た
方
が
合
理
的
で
す
。
併
せ
て
、
海
や
山
を

活
用
し
た
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
拡
充
を
図
る
な
ど
、

他
の
種
目
や
ス
ポ
ー
ツ
レ
ジ
ャ
ー
の
受
け
入
れ
態
勢

熊野灘の沖合を流れる黒潮は天然の好漁場（熊野市では市民が海岸（七里
御浜）からカツオを直接釣れるほど魚影が濃厚）

平均高齢化率44％超でも熊野市の高齢者は元気（高齢者サロンでの健康
体操風景）
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を
少
し
ず
つ
整
え
て
い
き
、
ス
ポ
ー
ツ
交
流
人
口
の

裾
野
を
広
げ
て
い
き
た
い
。
そ
れ
は
結
果
的
に
、
ス

ポ
ー
ツ
集
客
を
軸
に
し
た
観
光
振
興
の
エ
リ
ア
の
広

域
化
に
つ
な
が
る
し
、
そ
れ
が
で
き
れ
ば
お
の
ず

と
、
ス
ポ
ー
ツ
宿
泊
者
の
数
も
適
切
に
増
え
て
い
く

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」と
河
上
市
長
。

　

ま
た
、
海
山
に
育
ま
れ
た
「
神
秘
的
な
雰
囲
気
や

癒
や
し
の
風
景
」
に
満
ち
、
清
浄
な
空
気
や
食
の
魅

力
に
恵
ま
れ
、
日
本
で
は
熊
野
市
に
し
か
産
出
し
な

い
那な
ち
ぐ
ろ
い
し

智
黒
石
（
高
級
碁
石
や
庭
石
、
装
飾
品
な
ど
に

最
適
な
粘
板
岩
）や
、
新に
い
ひ
め姫（

熊
野
市
で
発
見
さ
れ
た

新
種
の
柑か
ん
き
つ橘
）、
ク
マ
ノ
ザ
ク
ラ（
平
成
30
年
に
発
見

さ
れ
た
、
紀
伊
半
島
南
部
原
産
の
新
種
の
桜
）
な
ど

の《
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
魅
力
》に
も
満
ち
た
熊
野
市
の

持
つ
奥
深
い
環
境
は
、
働
き
方
改
革
の
一
つ
の
理
想

形
と
さ
れ
る《
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
》の
好
適
地
に
も
見

え
て
く
る
。

　

だ
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
河
上
市
長
は
、
い
た
ず

ら
に
外
部
か
ら
の
企
業
誘
致
や
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

誘
致
を
図
る
こ
と
よ
り
、
身
の
丈
に
合
っ
た
、
双
方

に
無
理
の
な
い
形
の
模
索
を
図
り
た
い
、
と
冷
静
に

語
る
。

　
「
地
元
紙
に
先
日
、
東
京
か
ら
熊
野
市
に
初
め
て

出
張
で
来
ら
れ
た
方
の
投
書
が
載
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
方
い
わ
く
『
地
元
の
居
酒
屋
に
何
軒
か
立
ち

寄
っ
た
ら
、
ど
こ
の
店
も
料
理
が
お
い
し
く
て
感
激

し
た
。
店
員
さ
ん
や
、
た
ま
た
ま
居
合
わ
せ
た
地
元

の
お
客
さ
ん
た
ち
が
何
と
も
ゆ
っ
た
り
し
た
雰
囲
気

で
、
優
し
く
親
切
な
こ
と
に
、
さ
ら
に
感
激
し
た
』

と
い
う
の
で
す
。
市
長
と
し
て
は
地
域
振
興
の
た

め
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
・
事
業
を
行
い
ま
す
が
、
基

本
的
に
は
こ
う
し
た
雰
囲
気
を
壊
し
て
ま
で
、
い
た

ず
ら
な
変
化
を
求
め
る
こ
と
は
し
た
く
な
い
。
そ
う

し
た
良
さ
を
維
持
で
き
る
よ
う
な
形
で
、
市
民
の
幸

せ
を
模
索
し
て
い
き
た
い
と
い
う
の
が
、
私
の
考
え

方
で
す
」（
河
上
市
長
）

　

熊
野
市
に
は
平
成
27（
２
０
１
５
）

年
～
令
和
３
年
末
ま
で
に
97
世
帯

１
６
６
人
の
移
住
者
が
あ
っ
た
（
11

世
帯
33
人
は
Ｕ
タ
ー
ン
者
）。
そ
の

う
ち
、
熊
野
市
が
Ｉ
タ
ー
ン
し
た
移

住
者
を
対
象
に
調
査
し
た
「
移
住
決

意
の
理
由
」
を
見
る
と
、
移
住
者
た

ち
の
思
い
は
お
お
む
ね
、
こ
れ
ま
で

述
べ
て
き
た
よ
う
な
、
世
界
遺
産
も

あ
る
地
域
資
源
の
豊
か
さ
、
ス
ポ
ー

ツ
環
境
の
良
さ
、
そ
う
し
た
こ
と
か

ら
派
生
す
る
暮
ら
し
よ
い
環
境
、
子
育
て
に
最
適

な
環
境
な
ど
の
ポ
イ
ン
ト
を
挙
げ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
河
上
市
長
の
談
話
に
あ
る
新
聞
へ
の

投
書
内
容
と
一
致
す
る
「
外
来
者
を
快
く
受
け
入

れ
て
く
れ
る
地
域
の
人
々
の
温
か
さ
」な
ど
も
、
移

住
者
た
ち
の
高
い
好
感
度
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ

と
が
分
か
る
。

　

い
た
ず
ら
な
変
化
よ
り
、
市
民
の
幸
せ
を
第
一
に

考
え
成
長
を
図
り
た
い
と
す
る
河
上
市
長
の
ゆ
と
り

あ
る
姿
勢
は
、
そ
う
い
う
意
味
合
い
か
ら
も
今
後
、

熊
野
市
の
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
る
、

推
進
力
の
一
つ
に
な
っ
て
い
き
そ
う
な
予
感
が
す

る
。
そ
れ
こ
そ
は
ま
た
、
市
域
全
体
の
高
齢
化
率
が

44
％
を
超
え
、
限
界
集
落
が
幾
つ
あ
っ
て
も
、
常
に

明
る
い
《
幸
福
感
》
に
包
ま
れ
て
い
る
か
の
よ
う
な
、

熊
野
市
の「
魅
力
の
源
泉
」の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
取
材
・
文
＝
遠
藤
隆
／
取
材
日
＝
令
和
４
年
９
月
29
日
）

ダム湖（小森ダム）のほとりにひっそり咲くクマノザクラ（平成30年
に新種と認定された桜の野生種）の銘木・妙光桜

熊野古道・松本峠から遠望する七里御浜の景観は熊野古道・
伊勢路ルートのまさにハイライト

高齢化率70％以上の丸山集落で丁寧に維持保存され、日本一の棚田
風景ともいわれる丸山千枚田（日本の棚田百選）
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